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二
〇
一
三
年
四
月
一
日
に
ヒ
ブ
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
と
共
に
定
期
接
種
と
な
っ
た
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
）
は
、
定
期
接
種
開
始
後
三
か
月
に
も
満
た
な
い
同
年
六
月
十
四
日
に
積
極
的
勧
奨
が
中
止
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

 

接
種
再
開
に
向
け
た
推
進
議
連
発
足
の
報
道
も
あ
り
、
自
治
体
の
な
か
に
は
独
自
に
接
種
を
勧
め
る
動
き
も
で
て
き
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
の
再
開
に
関
し
て
以
下
質
問
す
る
。 

一 

接
種
勧
奨
中
止
の
理
由
と
そ
の
後
の
議
論
の
経
緯
に
つ
い
て 

 
 

二
〇
一
三
年
六
月
十
四
日
の
副
反
応
検
討
部
会
に
お
け
る
積
極
的
勧
奨
中
止
の
経
緯
に
つ
い
て
、
厚
労
省
の
ど
の
よ
う
な

記
録
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
中
止
を
決
定
し
た
の
か
、
ま
た
中
止
解
除
の
要
件
は
議
論
さ
れ
た
の
か
。
さ
れ
た

と
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

二 

副
反
応
報
告
に
つ
い
て 

 
 

二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
副
反
応
検
討
部
会
（
第
四
十
四
回
厚
生
科
学
審
議
会
予
防
接
種
・
ワ
ク
チ

ン
分
科
会
副
反
応
検
討
部
会
、
令
和
元
年
度
第
十
回
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
医
薬
品
等
安
全
対
策
部
会
安
全
対
策
調
査
会

（
合
同
開
催
）
、
以
下
副
反
応
検
討
部
会
）
で
の
副
反
応
報
告
に
お
い
て
、
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
失
神
関
連
副
反
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応
疑
い
に
つ
い
て
」
に
あ
る
よ
う
に
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
詳
細
な
報
告
は
失
神
関
連
の
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

医
療
機
関
か
ら
の
報
告
で
、
Ｇ
Ｓ
Ｋ
社
の
サ
ー
バ
リ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
販
売
開
始
か
ら
の
接
種
の
べ
人
数
（
回
数
）
は

サ
ー
バ
リ
ク
ス
が
七
百
万
九
千
九
百
七
十
人
、
医
療
機
関
か
ら
の
重
篤
報
告
数
は
五
百
四
十
九
人
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
元

年
五
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
接
種
の
べ
回
数
は
千
七
百
一
人
。
重
篤
報
告
例
九
名
の
う
ち
八
名
は
二
〇
一
一
年

か
ら
二
〇
一
二
年
に
接
種
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
二
〇
一
三
年
四
月
三
十
日
（
定
期
接
種
化
さ
れ
た
月
）
に
接
種
さ
れ
た
も
の

も
あ
っ
た
。
症
状
は
頭
痛
、
傾
眠
、
倦
怠
感
、
光
線
過
敏
性
反
応
、
記
憶
障
害
、
過
眠
症
、
注
意
力
障
害
、
学
習
障
害
、
疼

痛
、
月
経
障
害
、
月
経
困
難
症
、
抑
う
つ
症
状
、
下
痢
、
便
秘
、
体
位
性
め
ま
い
、
過
換
気
、
多
汗
症
、
精
神
障
害
、
悪

心
、
胸
痛
、
腹
痛
、
疲
労
、
関
節
痛
、
四
肢
痛
、
歩
行
障
害
、
視
力
、
不
安
障
害
、
聴
覚
障
害
、
睡
眠
障
害
、
運
動
障
害
、

そ
う
痒
症
、
筋
力
低
下
、
自
己
免
疫
性
脳
症
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
Ｍ
Ｓ
Ｄ
社
の
ガ
ー
ダ
シ
ル
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
接
種
の
べ
回
数
の
百
九
十
九
万
二
千
八
百
九
十
五
人
中
、

百
九
十
三
人
の
重
篤
例
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
二
〇
一
九
年
五
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
で
は
一
万
四
千
四
百

七
十
九
人
接
種
さ
れ
て
お
り
、
重
篤
報
告
例
の
五
例
の
う
ち
、
三
例
は
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
二
年
の
間
の
接
種
の
も
の

だ
が
、
二
〇
一
九
年
七
月
二
十
四
日
接
種
の
例
と
接
種
日
不
明
の
報
告
例
が
あ
っ
た
。 
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両
社
に
お
け
る
こ
う
し
た
自
己
免
疫
疾
患
の
症
状
に
つ
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
厚
労
省
は
ど
の

よ
う
な
分
析
、
臨
床
並
び
に
疫
学
研
究
を
し
て
い
る
か
。
ま
た
日
本
だ
け
で
な
く
海
外
で
も
同
様
の
症
状
が
報
告
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
か
。
こ
の
二
点
に
つ
い
て
明
確
に
答
弁
さ
れ
た
い
。 

三 

接
種
再
開
を
進
め
る
理
由
と
し
て
、
日
本
で
は
若
い
世
代
の
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
が
増
加
し
て
お
り
、
仮
に
ワ
ク
チ
ン
で

予
防
で
き
る
と
の
前
提
に
立
っ
た
場
合
に
は
多
く
の
患
者
を
救
え
る
と
の
主
張
が
さ
れ
て
い
る
。
与
党
内
の
推
進
議
連
の
代

表
は
「
子
宮
頸
が
ん
に
年
間
一
万
人
が
罹
患
し
、
亡
く
な
る
方
も
二
千
九
百
人
に
達
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
。
」
と
発
言
し

た
。
子
宮
頸
が
ん
の
患
者
数
が
一
九
八
五
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
に
大
き
く
変
化
し
、
二
十
～
四
十
歳
代
の
若
い
世
代
に

急
増
し
て
い
る
と
の
報
道
が
さ
れ
て
い
る
が
、
①
こ
の
二
十
年
の
子
宮
頸
が
ん
の
罹
患
者
数
、
②
予
後
等
も
含
め
た
重
症
化

事
例
数
、
③
罹
患
者
の
年
齢
層
の
分
布
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
れ
ば
、
正
確
な
数
字
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
、
子
宮
頸
が
ん
の
統
計
に
、
「
上
皮
内
が
ん
」
を
加
え
た
こ
と
で
高
度
異
形
成
を
伴
う
頻
度
の
上

昇
を
見
て
い
る
が
、
従
来
の
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
は
著
増
で
は
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

五 

高
度
異
形
成
か
ら
が
ん
化
の
プ
ロ
セ
ス
は
い
ま
だ
論
議
、
検
証
の
あ
る
と
こ
ろ
と
聞
く
が
如
何
。 

六 

副
反
応
患
者
の
実
数
に
つ
い
て 
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Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
被
害
訴
訟
で
は
、
二
〇
一
六
年
の
一
斉
提
訴
以
来
二
〇
一
九
年
七
月
十
九
日
の
第
三
次
提
訴
ま
で
、
百

三
十
二
人
の
原
告
が
い
る
。
う
ち
東
京
地
裁
管
轄
の
六
十
一
名
の
う
ち
五
人
は
副
反
応
疑
い
報
告
書
に
記
載
す
ら
な
さ
れ
て

い
な
い
が
、
こ
れ
は
な
ぜ
か
。 

七 

与
党
内
の
推
進
議
連
で
は
「
副
反
応
が
出
る
可
能
性
が
あ
っ
て
も
公
益
と
の
比
較
の
問
題
で
も
あ
る
。
反
対
論
者
を
切
り

捨
て
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
う
い
う
不
具
合
が
出
た
人
は
二
回
目
は
や
め
る
と
か
、
遺
伝
子
的
に
影
響
が
あ
る
の
か
な
ど
、

研
究
を
進
め
た
ら
い
い
」
と
の
発
言
が
さ
れ
た
と
聞
く
。
本
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
三
回
接
種
を
し
な
け
れ
ば
効
果
が
な
い

と
す
る
知
見
を
否
定
す
る
も
の
だ
が
、
こ
の
発
言
に
つ
い
て
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

八 

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
は
、
都
道
府
県
に
対
し
、
接
種
の
積
極
的
勧
奨
の
一
時
中
止
を
勧
告
し
て
お

り
、
市
町
村
長
は
、
接
種
の
積
極
的
勧
奨
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
平
成
二
十
五
年
六
月
十
四
日
付
都
道

府
県
知
事
宛
厚
労
省
健
康
局
長
通
知
）
。
定
期
接
種
ワ
ク
チ
ン
で
あ
り
な
が
ら
、
積
極
的
推
奨
を
し
な
い
よ
う
勧
告
す
る
こ

と
は
、
そ
れ
自
体
異
例
の
措
置
だ
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
独
自
に
進
め
て
学
校
な
ど
で
も
情
報
提
供
と
称
し
て
接
種
を
勧

め
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
も
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
通
知
違
反
の
自
治
体
に
対
し
て
国
と
し
て
ど
の
よ
う
な
指
導
を

す
る
の
か
。 
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右
質
問
す
る
。 


